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1. １５頁　（I.25）式：

[ Sµν , γα ] + gαµγν = 0 → ([ Sµν , γα ] + gαµγν)の「µ ↔ ν反対称部分」= 0

2. ６３頁, ９３頁, １３２頁, １５０頁　 P µ
（４元運動量ベクトル）の右辺：

∫
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:
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d3x :
[

∑
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πa(x)∂
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3. ７０頁　下から６行目：

Pφ(x̃) → φ′(x′) = Pφ(x)

4. ８６頁　下から２行目：

問題 I.4 → 問題 IV.4

5. １０５頁　最下行：

d†(k, σ)u(−k, σ) → d†(k, σ)v(−k, σ)

6. １０６頁　本文２行目：

d†(−k, σ)u(k, σ) → d†(−k, σ)v(k, σ)

7. １０７頁　本文３行目：

d†(k, σ)u(−k,−σ) → d†(k, σ)v(−k,−σ)

8. １０７頁　本文５行目：

d†(−k,−σ)u(k, σ) → d†(−k,−σ)v(k, σ)
♯1
２０１５年　９月２４日版への追加は 11 です．



9. １２６頁　３行目（右辺第２項）：

a†(k, κ) → a∗(k, κ)

10. １２８頁，１４７頁，１４８頁：

グプタ-ブロイラー（およびシュトゥッケルベルク）の形式に関する記述において

〈Ψ |∂µA
µ(x)|Ψ〉 = 0　　と　　∂µA

(a)µ(x)|Ψ〉 = 0

のどちらが基本的な補助条件なのか不明瞭になっていますが，「前者が成り立つように後者

の補助条件を導入する」というのが正確な表現です．

11. １２８頁　下から４行目：

〈Ψ |A(c)µ = 0 → 〈Ψ |∂µA
(c)µ = 0

12. １５６頁　本文８行目：

d†(k, τ) → d†(k, κ)

13. １６７頁　７行目：

文献 [6] → 文献 [10]

14. １７１頁　最下行：

「超対称性」 → 「超対称性理論」

　

　上記の点について，あるいはそれ以外でも問題がありましたら，お手数ですが
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　までお知らせ頂ければ幸いです．

　


